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研究成果の概要（和文）： 
生検皮下脂肪組織および内臓脂肪組織を用いて、アディポネクチン、レプチン、IL-6 発現量

と、２型糖尿病とその遺伝子座が関連する転写因子 TFAP2B 発現量との相関を検討した。その

結果、TFAP2B の発現量とアディポネクチン発現量とは負に相関し、レプチンおよび IL-6 発

現量とは正相関した。これらの結果はこれまでの我々の in vitro での結果と一致しており、

AP-2βが脂肪組織におけるアディポカイン発現を制御している可能性が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 

To determine the potential role of TFAP2B in the regulation of expression of 

adiponectin, leptin and interleukin-6 (IL-6) in vivo, we quantified the mRNA expression 

levels of these adipokines and TFAP2B in visceral (omental) and abdominal subcutaneous 

adipose tissues of 66 individuals and studied their correlations. We found that TFAP2B 

mRNA correlated negatively with adiponectin expression in the subcutaneous adipose 

tissue. Furthermore, TFAP2B mRNA expression correlated negatively with leptin and 

positively with IL-6 expression in both subcutaneous and omental adipose tissues. These 

relationships are consistent with our in vitro observations and indicate that TFAP2B seems 

to regulate the expression of various adipokines in vivo. 
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１．研究開始当初の背景 
メタボリックシンドロームの成因として、

脂肪組織の異常が注目されている。脂肪組織

は、種々の生理活性物質（アディポカイン）

を分泌し、全身の代謝調節、恒常性維持を行

っている。肥満、すなわち、脂肪細胞の肥大

化が起こると、アディポカイン産生異常が生

じ、これがメタボリックシンドローム発症の

中心的役割を果たしていると考えられる。

我々は、肥満２型糖尿病において遺伝座が関

連する転写因子 TFAP2B を同定した。我々の

これまでの in vitro における検討において、

本遺伝子が脂肪細胞肥大化因子であること、

種々のアディポカインの発現を制御するこ

とを報告してきた。しかし、実際に生体にお

ける TFAP2B の役割については不明であっ

た。 
 
２．研究の目的 

本研究は、以下の課題を明らかにすること

を目的とした。 

（１）各種アディポカイン発現における皮下

脂肪、内臓脂肪の役割、血中濃度に与える影

響。 

（２）AP-2βが生体内においてアディポカイ

ン発現を制御しているという仮説の検証。 

 
３．研究の方法 
（１）腹部手術により得られた６６症例の腹

部生検皮下脂肪組織および大網脂肪組織を

用いて、皮下脂肪および内臓脂肪組織におけ

るアディポネクチン、レプチン、IL-6 などの

アディポカイン遺伝子を定量的 PCR 法にて

定量し、血中濃度との関係や BMI がアディ

ポカイン遺伝子発現に影響するか検討した。 

（２）２型糖尿病とその遺伝子座が関連する

転写因子 TFAP2B の皮下脂肪および内臓脂

肪における発現量それぞれのアディポカイ

ン発現との相関を検討した。 

 

４．研究成果 

（１）BMI は血中アディポネクチン濃度と負

に相関、レプチン濃度とは正相関した。 

皮下脂肪組織におけるアディポネクチン発

現は BMI と負に相関した。一方、内臓脂肪

におけるレプチン発現は、血中濃度および

BMI と正相関した。一方、IL-6 発現は皮下

脂肪、内臓脂肪とも BMI とは相関しなかっ

たが、内臓脂肪における IL-6 発現は血中濃

度と相関した。以上より、アディポカインに

より、その発現や血中濃度における寄与が皮

下脂肪組織と内臓脂肪組織において異なる

ことが示唆された。 

 



（２）我々が報告した２型糖尿病とその遺伝

子座が関連する転写因子 TFAP2B の脂肪組

織における発現量とアディポカイン発現と

の関係を検討したところ、皮下脂肪において、

TFAP2B 発現とアディポネクチン発現は負

に相関した。さらに、皮下脂肪・内臓脂肪と

もにおいて、TFAP2B 発現はレプチン発現と

負に、IL-6 発現と正相関した。これらの結果

は、これまでの我々の in vitro での結果と一

致しており、AP-2βが脂肪組織におけるアデ

ィポカイン発現を制御している可能性が示

唆された。 
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